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広
島
商
工
会
議
所
青
年
部
７
月
例
会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

日
　
時：

平
成
13
年
７
月
27
日
（
金
）

17：

30
〜
19：

30

場
　
所：

広
島
商
工
会
議
所
　
１
階
１
０
１
号
室

テ
ー
マ：

『
本
業
に
立
脚
し
た
、身

近
な
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー：

（
有
）
キ
ー
ト
ス
　

取
締
役
社
長
・
中
小
企
業
診
断
士
　

普
家
浩
文
（
会
員
）

パ
ネ
リ
ス
ト：

ナ
カ
ム
ラ
病
院
院
長
医
療
法
人

Ｐ
Ｉ
Ａ
理
事
長
　
中
村
英
雄
氏

（
株
）
広
島
銀
行
　
法
人
業
務
推
進
室
長
　

蔵
田
和
樹
氏

（
株
）
ヒ
ロ
ニ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　

甲
斐
麻
記
氏

信
興
通
信
運
輸
（
株
）
営
業
課
長
　

石
井
　
　
隆
（
会
員
）

（
株
）
や
ま
磯
　
主
任
　
　
磯
部
玄
士
郎
（
会
員
）

夢
を
追
い
か
け
実
現
し
た
も
の
、
流
行
を
機
敏
に
キ
ャ

ッ
チ
し
た
も
の
、
市
場
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
も
の
、

現
状
の
問
題
点
を
解
決
し
た
も
の
等
、
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

の
発
生
に
は
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
言
う
事
。
本
業

か
ら
か
け
離
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
つ
け
出
す
の
で
は
な

く
、
本
業
に
立
脚
し
た

と
こ
ろ
に
、「
必
ず
存
在

す
る
新
し
い
需
要
に
挑

戦
す
る
。」、
そ
ん
な
ニ

ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
組

ん
で
い
る
会
員
企
業
の

出
席
の
も
と
80
分
間
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

【
中
村
病
院
の
例
】

お
父
様
の
言
葉
で
、『
人
に
使
わ
れ
る
な
』
と
言
う
事

を
幼
少
の
頃
か
ら
言
い
つ
づ
け
ら
れ
た
事
が
念
頭
に
あ
っ

た
。
戦
後
の
バ
ブ
ル
時
期
に
突
如
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
一

転
、
当
時
自
分
で
開
業
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
所
に
一
千

坪
の
土
地
の
話
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
自
分
の
職
業
が

精
神
科
医
と
言
う
事
で
、
痴
呆
性
老
人
の
専
門
施
設
を
造

る
事
を
決
意
。
問
題
点
と
し
て
は
、
痴
呆
老
人
の
俳
諧
と

言
う
事
で
人
員
が
多
く
か
か
る
。
施
設
に
施
錠
し
て
管
理

す
る
事
が
必
要
と
な
る
。

昔
は
、
開
業
し
よ
う
と
す
る
場
所
付
近
に
同
業
が
存
在

す
る
と
、
そ
こ
に
は
開
業
で
き
な
い
と
言
う
業
界
の
約
束

が
あ
っ
た
が
丁
度
同
じ
く
し
て
、
そ
の
よ
う
な
制
度
が
撤

廃
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
医
療
施
設
を
核
と
し
た
老
人
の
コ
ロ
ニ
ー
を

造
る
事
を
決
意
。

社
会
情
勢
・
市
場
・
本
人
の
専
門
職
と
い
う
条
件
が
マ

ッ
チ
し
て
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施

設
・
デ
イ
ケ
ア
を
運
営
中
で
す
。

【（
株
）
や
ま
磯
の
例
】

今
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
け
て
検
討
中
で
す
。

ま
ず
、
第
一
段
階
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
海
苔
の
食
べ
方
の
提
案
を
掲
載
計
画
し
て
い

る
。海

苔
を
売
る
で
は
な
く
て
、
買
っ
て
い
た
だ
い
た
後
の

提
案
を
す
る
事
に
よ
り
お
客
様
を
つ
か
み
た
い
。
こ
の
情

報
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
り
知
名
度
を
上
げ
て
い
き
た

い
。

【（
株
）
ヒ
ロ
ニ
の
例
】

本
業
は
港
湾
運
送
関
連
事
業
で
す
が
、
人
材
派
遣
の
会

社
を
起
業
し
ま
し
た
。
派
遣
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
に
、

又
個
人
の
特
徴
を
活
か
し
た
企
業
へ
紹
介
を
す
る
と
言
う

事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
信
興
通
信
運
輸
（
株
）
の
例
】

古
い
体
質
を
脱
却
し
、
社
内
の
技
術
力
向
上
・
業
績
ア

ッ
プ
を
目
指
し
、
事
業
部
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

事
業
部
ご
と
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
ば
良
い
方
向
に
向

か
う
と
思
っ
て
実
行
し
ま
し
た
が
、
社
内
の
技
術
力
の
分

散
・
人
と
人
の
連
帯
感
の
欠
落
等
に
よ
り
事
業
部
制
の
解

体
を
実
行
。

こ
の
時
の
一
人
一
人
の
意
識
の
変
化
、
経
験
が
良
い
傾

向
を
も
た
ら
し
た
。

【（
株
）
広
島
銀
行
法
人
業
務
推
進
室
　

蔵
田
室
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】

今
ま
で
の
起
業
家
の
方
に
一
番
抜
け
て
い
る
の
は
、

『
失
敗
事
例
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
残
す
』
と
言
う
事
で
す
。

一
番
大
事
な
の
は
、
失
敗
事
例
で
す
。

１．

ど
ん
な
理
由
で
失
敗
し
た
か
？

２．

他
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
？

３．

み
ん
な
が
失
敗
事
例
を
共
有
す
る
。

４．

現
場
の
生
の
声
を
上
ま
で
伝
え
る
。

こ
う
言
っ
た
事
で
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
す
と
言
っ
た

無
駄
な
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
事
が
出
来
る
。

経
営
者
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
提
示
し
、
従
業
員
み
ん

な
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
事
が
必
要
で
す
。

各
個
人
の
成
果
を
評
価
し
て
も
資
格
を
与
え
る
も
の
で
は

な
い
。

経
営
者
は
、
自
分
の
不
足
し
て
い
る
事
を
補
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
組
織
を
形
成
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

『
情
報
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
あ
る
。』

情
報
は
何
時
も
流
れ
て
い
る
。
聞
く
人
に
し
か
聞
こ
え

な
い
。
聞
き
た
く
な
い
人
に
は
雑
音
で
あ
る
。

聞
く
人
の
価
値
観
で
あ
る
。

実
践
を
中
心

に
ニ
ュ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
成
功
の

秘
訣
を
各
企
業

の
強
み
に
焦
点

を
合
わ
せ
て
見

つ
け
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と

で
、
パ
ネ
リ
ス

ト
以
外
に
も
聴

講
者
か
ら
の
参

加
も
織
り
交
ぜ

な
が
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し

ま
し
た
。

7

月

例

会
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第
21
回
　
商
工
会
議
所
青
年
部

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
唐
津
大
会
参
加

開
催
日
時：

平
成
13
年
７
月
13
・
14
日
（
金
・
土
）

開
催
場
所：

唐
津
市
民
会
館佐

賀
県
唐
津
市
西
城
内
６
―
33

テ

ー

マ：

『
わ
く
わ
く
・
と
き
め
き
・
か
ら
つ

〜
21
世
紀
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
イ
リ
ン
グ
！

新
風
九
州
Ｙ
Ｅ
Ｓ
〜
』

第
18
回
　
商
工
会
議
所
青
年
部

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
う
わ
じ
ま
大
会
参
加

開
催
日
時：

平
成
13
年
８
月
25
日
（
土
）

開
催
場
所：

サ
ブ
ラ
イ
ム
ホ
ー
ル

愛
媛
県
宇
和
島
市
丸
之
内
３
―
６
―
20

テ

ー

マ：

『
21
世
紀
始
発
は
こ
こ
や
！

四
国
西
南
の
地
　
う
わ
じ
ま
』

日
　
　
時：

平
成
13
年
９
月
11
日
（
火
）

場
　
　
所：

富
士
三
次
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

三
次
ベ
ッ
ケ
ン
ビ
ー
ル
〈
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
〉

主
　
　
催：

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

〈
会
長
　
仁
田
一
郎
（
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
直
前
会
長
）〉

主
　
　
管：

三
次
商
工
会
議
所
青
年
部

参
加
対
象：

県
下
商
工
会
議
所
青
年
部
会
員
、

青
年
部
Ｏ
Ｂ

商
工
会
議
所
青
年
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

県

連

ゴ

ル

フ

大

会
■９月新入会員

小松　　剛 フェデリットビジネス㈲

武田　哲司 学校法人武田学園

坂本哲一郎 ㈱ソフト商会

土細工裕治 ㈱プランニングサプライ

■10月新入会員

船崎　賀秀 ㈲広島ネットマガジン

中本　真吾 ㈲大蔵笑社

■新しく会員になられた皆さん■
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開
催
日
時：

平
成
13
年
９
月
28
日
（
金
）

11：

00
〜
16：

00

場
　
　
所：

広
島
県
立
広
島
産
業
会
館
　

東
館
　
第
２
展
示
場

出
展
企
業：

45
社

来
場
者
数：

４
５
９
人

広

島

ビ

ジ

ネ

ス

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

2

0

0

1
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広
島
商
工
会
議
所
青
年
部
の
会
員
企
業
及
び
Ｏ
Ｂ
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
創
造
す
る
・
会
員
相
互
の
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的

と
す
る
場
と
言
う
事
で
、多
数
の
企
業
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
企
業
が
今
、
ど
の
よ
う
な
事
を
考
え
取
組
ん
で
い
る
か
と
言
う
事
を

発
表
す
る
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
以
降
も
是
非
継
続

し
、
出
展
企
業
が
増
え
る
事
を
確
信
し
ま
し
た
。

広

島

ビ

ジ

ネ

ス

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

2

0

0

1
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広
島
商
工
会
議
所
　
青
年
部

バ
ン
コ
ク
海
外
視
察
研
修
会

青
年
部
会
員
が
幅
広
い
視
野
と
国
際
的
知
識
を
習
得
す

る
な
ど
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
広
島
空
港

３
、
０
０
０
メ
ー
ト
ル
化
に
伴
い
、
青
年
経
済
人
と
し
て

広
島
空
港
を
積
極
的
に
利
用
す
る
と
と
も
に
広
島
空
港
へ

の
就
航
が
現
段
階
に
お
い
て
有
望
視
さ
れ
て
い
る
タ
イ
国

際
航
空
の
本
社
な
ら
び
に
タ
イ
航
空
局
に
表
敬
訪
問
を
行

っ
た
。

平
成
13
年
８
月
22
日
（
水
）
〜

８
月
26
日
（
日
）
５
日
間

参
加
者
　
田
村
会
長
以
下
総
勢
19
名

平
成
13
年
８
月
22
日
（
水
）

13：

45

広
島
空
港
発
・
ア
シ
ア
ナ
航
空

15：

25

ソ
ウ
ル
・
仁
川
空
港
着
　
乗
換
え

17：

10

ソ
ウ
ル
・
仁
川
空
港
発
、

ア
シ
ア
ナ
航
空
に
て
バ
ン
コ
ク
へ

20：

50

バ
ン
コ
ク
着
後
　
ホ
テ
ル
へ

平
成
13
年
８
月
23
日
（
木
）

午
前
中
、
表
敬
訪
問
グ
ル
ー
プ
と
市
内
視
察
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
行
動
す
る

（
表
敬
訪
問
グ
ル
ー
プ
）

午
前
９：
00
青
年
部
は
田
村
会
長
を
含
め
９
名
が
タ
イ

国
際
航
空
本
社
に
訪
問
し
た
。
タ
は
セ
ー
ル
ス
担
当
副
社

長
を
含
め
６
名
の
各
部
署
代
表
の
方
々
が
手
厚
く
会
議
室

に
て
迎
え
て
く
だ
さ
り
各
々
名
刺
交
換
か
ら
始
ま
っ
た
。

ま
ず
、
田
村
会
長
が
挨
拶
。「
お
忙
し
い
な
か
時
間
を

と
っ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た

２
日
目

１
日
目

ち
は
、
地
域
の
商
工
業
者
と
し
て
自
己
修
練
を
目
的
と
し

た
45
歳
ま
で
の
団
体
で
す
。
日
本
の
な
か
の
広
島
と
い
う

よ
り
ア
ジ
ア
の
な
か
の
広
島
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
タ
イ
は
王
室
と
の
関
係
、
国
と
の
関
係
が
非
常
に
深

く
好
意
的
で
す
。
国
際
線
開
設
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
も

っ
と
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
と
い
う
身
近
な
路
線
と
し
て
国
境

を
越
え
た
も
の
と
し
て
広
島
に
も
来
て
頂
き
た
い
し
、
人

事
交
流
（
特
に
子
供
達
）
を
考
え
て
い
け
る
と
思
わ
れ
ま

す
。」
そ
れ
に
対
し
て
、
タ
イ
国
際
航
空
本
社
副
社
長
は
、

「
こ
の
た
び
の
ご
来
社
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
い
ま
ま
で
、

何
度
も
来
て
頂
い
た
こ
と
も
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
我
社
で
は
最
重
要
課
題
と
し
て
取
組
ん
で
お
り
近
い

う
ち
に
き
っ
と
よ
い
返
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
広
島

は
タ
イ
航
空
と
結
婚
す
る
ま
で
結
納
を
か
わ
し
て
い
る
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
心
強
い
返
事
を
い
た
だ
い

た
。
約
１
・
５
時
間
の
表
敬
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内

容
は
非
常
に
濃
い
も
の
で
あ
り
、
有
意
義
か
つ
多
少
成
果

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

午
前
11：

00
引
続
き
タ
イ
航
空
局
へ
訪
問
。
歓
迎
を
受

け
る
。「
タ
イ
航
空
局
に
き
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
は
タ
イ
各
地
の
観
光
局
の
方
に
同
席
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。」

タ
イ
政
府
観
光
局
よ
り
、
タ
イ
と
日
本
の
深
い
関
係
の

説
明
が
あ
り
、
日
本
か
ら
の
観
光
客
の
お
か
げ
で
タ
イ
の

経
済
も
助
か
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
説
明
が
あ
り
、
日
本

人
に
対
し
て
の
み
30
日
間
ビ
ザ
な
し
で
入
国
を
認
め
て
い

る
。
広
島
〜
バ
ン
コ
ク
間
に
つ
い
て
は
観
光
局
と
し
て
よ

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
歓
迎
し
、
観
光
局
と
し
て
全
面

的
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
現
在
政
府
の
方
針
は
、
観

光
と
輸
出
を
奨
励
す
る
こ
と
で
、
政
府
関
係
機
関
に
対
し

て
観
光
局
と
し
て
推
薦
状
を
だ
す
の
は
可
能
で
大
変
大
き

な
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
広
島
、
バ
ン
コ
ク
間
の
航
路
が

一
日
も
早
く
就
航
す
る
よ
う
協
力
す
る
。

田
村
会
長
は
挨
拶
の
な
か
で
「
国
と
国
と
の
つ
な
が
り
、
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ア
ジ
ア
の
な
か
の
広
島
の
位
置
付
け
、
人
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

交
流
、
タ
イ
か
ら
広
島
へ
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
っ

た
青
年
部
の
考
え
方
と
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

課
題
と
し
て
、
日
本
か
ら
タ
イ
へ
は
よ
い
が
、
タ
イ
か

ら
日
本
へ
と
い
う
の
は
為
替
の
関
係
で
現
在
の
経
済
情
勢

で
は
難
し
い
と
思
う
。
ま
た
、
現
在
の
治
安
の
よ
さ
を
維

持
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
な
ど
。

（
市
内
視
察
グ
ル
ー
プ
）

水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
暁
の
寺
、
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
視
察

正
午
　
現
地
法
人
と
の
昼
食
懇
談
会

Ｋ．

Ｕ．

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
　
正
田
　
眞
　
氏

ボ
・
ア
イ
ス
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
浩
　
氏

昼
食
を
と
り
な
が
ら
現
地
で
の
仕
事
内
容
、
生
活
レ
ベ

ル
等
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

通
貨
は
、
バ
ー
ツ
（
１
バ
ー
ツ
＝
約
２
・
７
円
）

１
ヶ
月
の
平
均
給
与
　
約
２
０
、
０
０
０
円

平
成
13
年
８
月
24
日
（
金
）

午
前
10：

00
地
元
企
業
訪
問

InternetKSC
Co.,Ltd

カ
ノ
ッ
ワ
ン
・
ウ
ォ
ン
ワ

タ
ナ
シ
ン
社
長
（
女
性
）
と
の
懇
談

１
９
９
４
年
設
立
　
タ
イ
最
初
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
運

輸
省
の
管
轄

若
く
し
て
こ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
会
社
を
立
ち
上
げ
た
、

２
社
社
長
、
２
社
役
員
、
10
の
公
職

２
０
０
１
年
５
月
ア
ジ
ア
ウ
ィ
ー
ク
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る

ア
ジ
ア
の
若
き
実
行
力
の
あ
る
25
人
の
う
ち
の
１
人
に
選

ば
れ
た
。

２
０
０
０
年
Ｐ
ｒ
ｉ
ｅ
ｗ
賞

平
成
13
年
８
月
25
日
（
土
）

早
朝
よ
り
世
界
遺
産
で
あ
る
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
へ
と
向
か

う
。
バ
ス
に
乗
っ
て
約
２
時
間
で
到
着
。

４
日
目

３
日
目

ア
ユ
タ
ヤ
は
西
暦
１
３
５
０
年
よ
り
１
７
６
７
年
ま
で

４
１
７
年
間
タ
イ
の
首
都
で
あ
っ
た
。
当
時
、
日
本
政
府

（
徳
川
幕
府
）
は
外
国
貿
易
に
従
事
す
る
許
可
書
、
朱
印

状
を
発
行
し
て
貿
易
を
奨
励
し
た
。
ア
ユ
タ
ヤ
に
は
時
代

に
よ
り
８
０
０
人
か
ら
３
、
０
０
０
人
の
日
本
人
が
い
た

と
伝
え
ら
れ
る
。

１
６
１
７
年
〜
１
６
３
０
年
、
山
田
長
政
は
日
本
人
義

勇
隊
長
と
し
て
実
力
者
と
な
り
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
セ
ナ
ピ
ム

ッ
ク
の
爵
位
を
授
か
っ
た
。
そ
の
後
、
タ
イ
で
反
乱
が
起

き
た
の
で
都
を
離
れ
、
反
乱
軍
を
平
定
し
た
が
そ
の
後
、

客
死
し
た
。
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
の
文
献
に
基
き
、
こ
の
地
、
旧
日
本
人
町
跡
を

発
見
し
、
そ
の
１
２
、
０
０
０
平
方
米
を
入
手
、
そ
れ
以

来
タ
イ
国
日
本
人
会
の
協
力
を
も
っ
て
遺
跡
の
保
存
に
あ

た
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
ム
エ
タ
イ
（
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
）、
食

事
で
は
タ
イ
料
理
（
ト
ム
・
ヤ
ン
・
ク
ン
、
タ
イ
米
に
と

ろ
み
の
な
い
さ
ら
っ
と
し
た
グ
リ
ー
ン
・
カ
レ
ー
、
ナ
ン

プ
ラ
ー
・
魚
醤
を
使
っ
た
野
菜
炒
め
）、
ラ
オ
ス
料
理
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
料
理
（
得
体
の
知
れ
な
い
魚
）
等
い
ろ
い
ろ

お
い
し
い
（
？
）
料
理
を
食
す
る
こ
と
が
で
き
、
雨
季
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
度
も
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
逆

に
非
常
に
暑
か
っ
た
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
一
番
良

い
季
節
は
12
月
〜
４
月
。

平
成
13
年
８
月
26
日
（
日
）

こ
の
日
は
午
前
00：

40
の
バ
ン
コ
ク
発
ソ
ウ
ル
経
由
〜

広
島
空
港
着

午
前
11：

40

正
午
解
散
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
無
事
故
で
帰
国
で
き
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
し
、
当
初
の
目
的
も
達
成
で
き
た
と
思
え
る
海
外

研
修
で
あ
っ
た
。

５
日
目

バ
ン
コ
ク
海
外
視
察
研
修
会



開
催
日
時：

平
成
13
年
７
月
22
日
（
日
）

19：

00
〜
22：

00

開
催
場
所：

呉
港
　
花
火
大
会
会
場
海
域

参
加
人
員：

２
１
８
名
（
大
人
１
３
３
人
、
子
供
85
人
）

フ
ェ
リ
ー
貸
切
に
て
、
船
上
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

呉
湾
到
着
後
、
ゆ
っ
く
り
花
火
大
会
を
観
賞
。
帰
り
の
船

内
で
は
、
子
供
た
ち
に
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
、「
平
和
」
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
日
頃
青
年
部
の
活
動
に
理
解
と

協
力
を
頂
い
て
い
る
ご
家
族
に
、
更
な
る
理
解
を
得
る
と

と
も
に
、
青
年
部
の
交
流
を
家
族
ぐ
る
み
の
輪
に
広
げ
、

今
後
の
青
年
部
活
動
に
反
映
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


